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1. はじめに

インターネットの普及に伴いインターネット

で商品を購入する電子商取引を利用する機会が

増えている。そのために販売側は商品をインタ

ーネット上で販売するためのウェブサイトであ

る EC(Electronic commerce)サイトを用意し、消

費者はその EC サイトを利用して商品を購入する

ことが一般的になってきた。日本の電子商取引

の市場規模は拡大してきており現在では約 6 兆

円もの規模になってきている。[1]

この EC サイトにはただ商品の売買を行うだけ

でなく、電子掲示板が用意されていてユーザが

各商品に対して評価やユーザレビューを投稿す

ることによって、消費者同士の情報交換の場と

して利用出来るものがある。これは消費者にと

ってはカタログ情報を見るだけでは得られない

商品の情報を得ることのできる場であり、販売

側にとっては消費者の生の声を聞く手段のひと

つであり、現在では消費者が買い物をする際の

情報源として商品を評価するサイトが他の情報

源よりも有効と認識されてきているとの報告が

ある。[2]

ある商品の購入を検討しているユーザが商品

に肯定的なユーザレビューによって購入を決め

たり、逆に商品に否定的なユーザレビューによ

って購入を止めるかもしれない。

このように消費者がそのユーザレビューを読

むことによってその購買行動に影響を受けると

いうことが考えられるが、具体的にどのような

要素がどの程度の影響を与えるかというのは未

だ明らかになっていない。

そこで本研究は、ユーザレビューが他の利用

者の購買行動に与える影響を明らかにすること

を目的としている。

2. ユーザレビュー取得システムの設計と試作

EC サイトのユーザレビューが購買行動に与え

る影響を分析する実験が必要となる。

そのために、ユーザレビューを取得するシステ

ムを構築し、それによって得られたデータより

分析を行った。

今回構築したユーザレビュー収集システムは、

対象の EC サイトから必要なパラメータを抜き出

しデータベースに蓄積するシステムである。

ユーザレビューの増加や各パラメータの変化を

もらさず取得するために、毎日 EC サイトから情

報を取得しデータベースに問い合せて変化分を

取得する。

また、データの収集対象としては、大手 EC サ

イトである Amazon.co.jp のカスタマーレビュー

を対象とする。この Amazon.co.jp はユーザが商

品に対して 5 段階の評点とともにユーザレビュ

ーを投稿することができ、他のユーザはこのユ

ーザレビューに対して参考になったかどうか投

票をすることによりレビューに対する信頼性を

確保している。

そしてこの Amazon.co.jp から取得するパラメー

タを表 1に示す。

表 1: 取得するパラメータ

また、今回は売上数を購買行動の指標として利

用した。

3. ユーザレビューが与える影響の分析

試作したユーザレビュー収集システムにより

収集したデータをもとに、ユーザレビューが購

買行動に与える影響の分析を行った。

まず、商品を高く評価している 5 評点のユー

ザレビュー（以下 R1 とする）の数がユーザの購

買行動に影響を与えていると仮定し、分析を行

商品情報 ユーザレビュー

商品 ID レビュー文

価格 レビュータイトル

ランキング 投稿日時

ユーザレビュー数 レビュー者名

平均評点 参考になった人数
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った。

図 1 は R1 と累計売上数の変化をグラフ化したも

のである。

図 1: 高評点と売上数の関係

図 1 から R1 と累計売上数の変化の伸び方が似て

いるようにも見える。このことから R1 は売上数

に影響を与えているとも考えられる。

次に、Amazon.co.jp では質の高いレビューを

投稿したと認定されたレビュアーがいるが、そ

のベストレビュアーのレビュー（以下 R2 とする)

がユーザの購買行動に影響を与えていると仮定

し、R2と購買行動の相関関係を分析した。

図 2 は他のユーザが R2 が参考になったとした一

週間の投票数と累計売上数の変化をグラフ化し

たものである。

図 2: ベストレビュアーと売上数の関係

図 2 より R2 が参考になったと投票した数と売上

数には関係がなさそうである。つまり、ユーザ

はそのレビューを投稿した人物がどのような人

物であるかまでは気にしていないということが

考えられる。

次に、商品に対して肯定的でありかつ多数に

参考にされているユーザレビュー（以下 R3 とす

る）がユーザの購買行動に影響をあたえるとの

仮定し、R3 の数が多い商品と少ない商品の比較

を行った。

図 3 はその２つの商品の多数が参考になったと

したレビューの数と累計売上数の変化をグラフ

化したものである。

図 3: 参考にされたユーザレビュー数と売上数の関係

図 2 より R3 が多い商品と比べて R2 が少ない商

品は売上数も少なく売上の伸びも悪いように見

える。また、R3 の増加とともに売上も上がって

いるように見える。

このことから多数から参考になったと評価され

た肯定的なユーザレビューの存在は購買行動に

プラスの影響を与えると考えられる。

4. まとめ

本研究ではユーザレビューが購買行動に与え

る影響を明らかにするべく、ユーザレビューの

収集及びそれを基にした分析を行った。

今回の実験においては、ユーザレビューの影響

の一端が認められたが、利用するデータ及び検

証方法が十分ではない。

よって今後は、分析手法の確立・検討を行いよ

り詳細な影響を明らかにしていきたい。

また一日ごとの売上情報を利用することによっ

てより詳細な購買行動との比較を検討している。

また、ユーザレビューが購買行動に与える影響

が明らかになれば、その影響の詳細を一般化し

て検証を行いたい。

それを基にユーザレビューから売上数の変化を

予測するようなシステムの提案などユーザレビ

ューをより有効利用することにも繋がると思わ

れる。
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